
　　　　　
i n f o r m a t i o n

ご寄付･ご寄贈ありがとうございます

消防活動状況（平成27年１月）

救急出場件数…………………… 659件（659件）
搬送人員………………………… 624人（624人）
火災件数…………………………… 10件　 （10件）

（　）は平成２7年１月からの累計。

うるま市社会福祉協議会へ
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　ヨシ　様（勝連内間）より5万円の寄付
☆古

こ

謝
じゃ
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　様（字西原）より10万円の寄付
☆（株）司

つかさ

海洋土木工業従業員一同　様（字喜屋武）
より10万円の寄付

☆仲
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本
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　義
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廣
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　様（勝連平敷屋）より6,050円の　
寄付

☆有限会社 昭和事務機社　様（石川東恩納）より
10万円の寄付

☆有限会社　昭和事務機社　様（石川東恩納）より
20万円の寄付

うるま市育英会へ

◎大切な命を守るため、住宅用火災警報器を設置しま
しょう。

◎救急出場が増加傾向です。軽いケガの時は近くの
医院、診療所での受診をおすすめ致します。（救急
車の適正利用をお願いします。）

●災害時には、電気、水道などのライフラインが停止す
るおそれがあります。食料品等の流通機能もストップ
するかもしれません。各家庭において、数日間生活で
きるだけの水や食料品等の「備蓄品」を備えておきま
しょう。目安として最低限３日間程度の水や食料品を
備蓄しましょう。

●備蓄品は、家族や地域の状況と照らし合
わせ、賞味期限などを定期的にチェック
し、必要に応じて入れ替えましょう。

●非常持出品は、玄関や寝室など持ち出し
やすい所に置いておき、すぐに持ち出せるようにして
おきましょう。リュックサックなどに入れておけば、
持ち出したときに両手が使えて便利です。

うるま市内のボランティア活動の活性化や地域福祉の発展を
目的に、市内でボランティア活動を行う団体へ助成いたします。
福祉の向上や地域の問題解決に取り組むボランティア団体の
皆様、想いをかたちにしませんか？！ご応募お待ちしています。

【対象】うるま市内でボランティア活動を行うボランティア団体
※ただし、自治会などの地縁組織でのコミュニティ活動は対象外です。
※うるま市ボランティアセンターへのボランティア登録が前提と

なります。
【申込方法】
助成金要望書様式に必要事項を記入の上、うるま市社会福
祉協議会へ提出下さい。
※助成金要望書様式は、うるま市社会福祉協議会（本所・

各支所）窓口にて入手して下さい。
【申込期限】４月１日（水）〜４月３０日（木）
【助成金額】①ホップコース　【３万円】　　

②ステップコース【５万円】　　
③ジャンプコース【10万円】

※各コース３団体予定
【お問い合わせ】うるま市社会福祉協議会地域福祉課／

うるま市ボランティアセンター
☎973−5459

ボランティア助成団体　大募集！

◆備蓄品・非常持出品を備えましょう
防災一口メモ

平成27年２月1日　　　　　　　　　　　　前月比

人　口　　　 １２１，５４８人　　　　＋　２７
　男　　　　　　６０，８６５人　　　　＋　１９
　女　　　　　　６０，６８３人　　　　＋　　８
世帯数　　　　 ４８，４４９戸　　　　＋　３０

うるま市の人口

総務課 防災係　☎９７３−0606
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